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新併足に当りて

竹へ粛牙六

・終恥絹の′壬テ声軋二職分は⑯与りにニb堀の万に窮／了とし

そた∵一個の隻廟として任命と繁とのケあ′‾テ締I． い状態にあ

誉描しもうし1ゝ如細功の嶋町璃元中潮十U誹

L亘績坤紋日二中しけのあ急生活に入ってめいゝ穣一と蓉rノ、

ら牲然して喝隻的に‾未だ璃足の粋カ＼碗我々邑少し冬毛願の礫

しくせそうで3号テ圭として直び勃々緑青ノ癖しら虫′のせ殊に／＼

1．
‘f憬亘l－ヒ齢もそ州職めど元フ吏壷の魚一と． 日射． 亘

った寂々の中二滴卜折へてく． ′kやう。食紅空堀に観咋のす牽

け錘確泊二ゝi二あらう。

上表万は郁減圧つつ白む喝左耳と上之行くえ＼いろl「ろの
巧斬ヾ、め十う。 専即±単音として． 譜蹄摘粧即ち鼻も癖の粛攫

軽少両軸漕如やせ鋸題‾じtび自滅の頗頭わー

軸、． お嫁も如’缶二ヒ雨示元う絹離風音畑の僅ヵ＼料束

しミ摘発は裏梅御輿通牒豆． 3ヱ鋤碑東泉棚． ら

う。

．

そして副産物ヒし． 乙身体の威風品唯の向上‘恥うfiグの． 勅

益漣十戸う古土の上底かむ

’窟勘二麺魂と再訂吉元、‾弓ヒいって督鼻翼嘗；離・士はら甘くて－

暑＝ゝ‘わけ芭五島ク〈艇景つ：如融ノ了日航磯そ逮′＼て素人

如普甘み朝顔に臆へ上に瑞オ頭細す‾、．
二と一打音Ll）二と壬

・ある．
べ行う高空、は画フたカ・のき承諾。 坪ち魯‾須Uに取り山玲路

を嬉顧t． 産地と二、・ヨ． れ工留年に新顔恥骨哀し、上り尊号夢√

癖毛へ楓す． ∂さと・そスい・に＿－じ輔ばけら・ぬ＝ヒ＞紬

高と鬼瀬巌璃輝・Uあ机ばこそ雛ペ細け珍醇グ鴫

を萩、め巧つ有毒摺くつをああ・らうが． それば‘′自分へ木石憎． くそ

実と、もめ‾で・1すく－掛二分廟． ‾恥J了の筋の専向壕に辛抱乙ニ

－（aト・－・



せ轟I二その人の頂頚と点る丁ノ句で机畑薗射立上二‘の轄モ緒急範

、疎むヂ自てて戴きたし、もめでのる¢描噂に珍品靂十のみが演喝破

‾隼で．

這付し、雪掬〝刀細l＝碑く葬り在日に招て㌣詣藍は勿愉

頚鬼すら・貴く却刷てゐ叫． 、恵の隼が前言ことに鶉詫患すべき

で上は錐泉の足安国観音が．
六方珍奇芙大功増の鳩穀に主刀が注

枢れ生魚埠省議璃廊ノi、確宜ガ麻てろくノ・iLたり配薪がみ掬未だった

りし膿写．
であった亨や一つの鼻困才＼と軌細るカーさあさ更ヰ軋

れ苫知頼り珍虐新確のみ鼠▲二振L虎も初心増の卸し3新

雪とエ・TJった♂l律す筆者白球絢付根ヒ入． 度TJ生れは

じ肪て山村二重議し・蝶の長嶺華五才‘吾につけ頚々の官製啓に

紺すう邦語の貪釦互冷麦の潤む増村く思す頭骨さあ奇妙へ1甘

薗筆書に．
0線蚤′っ衆は－1ワンピン軋り宮ヒ見付けら廉1慶椙為

好（恐渇く聾者の慮郭の卸Jちんと思tJのt了「鼠小キスで／

きハム亨ノー確の東食の鮭ノ信醸せある択静観穏地力義に楕喪の穣

客と約品ゴ果綿実し踏め玩栗の各卸と二．
で九つ塙から

鱒り叡甲て長与腋貌私感あー速尋食管す畠せ埠を碑へ埠けい貯

金と料旦恭しを受机ば蓄錮敦の何者人吠顔凧二穣ト是議の菅は

けい利と思ったツして鳥畠が由金のんTはえをいれラッパド↓

γこい・1・皐ののは都はめて＝ふさゐ毒，そ凍禰宥一風む・鼻

に＿曲に搭一冬鐘・iの文を♯戸の水頭痛に捧げSと放牧命縛れrま

J
いい局、のであるがとも恥lて甲杏の人の干草疎さ†二微笑苫：′之

即酌鴫し郭二龍熱菅的相中くのこれらの人々・．

星礪つ白丸の痩

蝋も・誠々′密命に思っ㌧

r‘お年I三万へちかた観・はい－‾ち盲毛尽土とに軸ら1了ゐる橋

鵬ふ坤射盲や純増ん鴫能すれ削1㌧ので怪孝かサ

リ少恵み守れ吋鳶が塵に鋳く丁；つてす牽ぶって＿抑ち勘昼手

車ああ

・．

嶺一二昭二の恵伽よう秘境・を患ち糧として人格の珂工臣期首畠

i射二油科学紺塔村数の密の‾轟虫に噂寄る卸し・左少しで塊現
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め絹たら又何をか壱はんこあも新TJ5出発に醸し‾－維農の幣と患

馴しき奏上っき晶鼻を平速3次号で＿あき。

－ゝノ、上－・

‘翻．

筍！
ら

耳吏め、産食のヾツ、一針＝′就Ijて

中辛甲山ふ・省に七

横車久・鼠魂

も‾人命ひバッグこ＿l軸リに’大牢潔状琴物の曹長た二き欄を

食へややあら責も、・モ聖．
灯り示輿〕…3年の宴の事だっ

た家轟叫如l岬印書舶鱒組の鵬†ぼっ． た釈輿

の葡範亘ヰヱ勘J部署． ’にけ‾血′作だ′っ賎村民は皆巌をし・て

丁度去年の8本のそ水と似たあのだ「た。 そして耳に明けてiq

ヰ云尊卑事、コ小言と管ゆ走にけって鵬に好調㌔此の卑てサーー

短i・立木ン？
－オンLj坤紬や竜也ポ光量r工場・蛸っ． 仁の鴎’密鱈1の

アサ． 一升彙融雪と†言って濯射て約そLZ作物『． いふ稚塙

た壕か旛川。 “、日誌つ増軸為学報． 云干摘草，・だ射凡そ

り勺に酌婦舟の7ず・－‾に対す′言語坤耳スいつ単一の． だっ牢「

○
鶉の橙、かJ・ち畢つ，てありも「和確けもの・の－・締附ら・いき食か麓

・守山としヨ‾－i転席．
ひ料．卓と攻も料オズヒ秒紡し有く∴の武本句

こそ・宅血と1薄め． ‘鰭噂のノI、長寿鳥窓守一． 膏の章とTJつても且つも

如率璃準と・舶一定鯛姉で・＿． の一途や三・ん－の如才と料督L

ア紅璃寧メ・涙・単身書と才ヒ柄の裏． 畔、を嶺忽‾‾豆て撫観音

－． －小は・蜜柑が寺蘇㌣料一杯穣‘－と音一高毎い瑞高一・…・号音を革

竜汀も塗に唾料た‾机つてを3線た“つ－・た。
恥こむ－ズー一群車線苦った砲

だちもー甘‾壬に▼ん食かバツナ珊観音如豆・；穴‘射あ姦威喝がはみ出
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て眉もそこ〟う奇捧本部まき十舞“み． 、リあ芳・‘′）だが式5－日

命会費領のため勧球丸和舌下出嶺＝Tr二幸があるがその途中． （約

十軒の行者丁十主星蹄上に填黒・にはつて伊のマナー一男が根這つて

やlr二〇歩き出すと′恥ナ一・一サアーヒ蕗の千石ク＼け舟け手行くのと

同頑の竜と立てゝ帝敏耳5。
，光簿‾の．釈島で一面l二凍つに海を炎

始郡、㌢・くごく． ヒ水引的らて軋盈訂㌃甥邑鼠るが、あ顔と似た風景

だった∴書け商え与ヒ鼠え子ノト儀をノフヾつげ汀訂ヒ一門の風ヒ「よ

って銀赦す5D官幣白身一人丈けTJら気味吠熱くて才けそうも

けし洒民本軸長泉ご見入やか－バ、ソⅠタの痩躯興一「た㌧†才．
ぐ

ちいの手機空った武庫け受移して犬の彿立札＿はせト∴碩州

民の恕互廟しけのだ衷雌の一重ぺ軒ノ虹蓄カープ40年． バだ・ヒ1′、

加だ㌧町長叫や断碑の虹ノ、ンかな止ふキレ針中子あ・魂

を碑？
て千「才一ヒ＿薗挿つ∴て． 早手吋の窄農もrや一刀だ’ザ＋

ヽ．今でカ率か準牒平易の卑考筍ノーし親日本に果たこしすう＿日本モク

ものベtくJJSざうう。 讃膏LL一監‾為あっ＿たズ）のだり

暑1‾牛官・土・l

蓼　、．ニ患． e　　－・む　． 鏡一　撃． ＿． 疇 命

●屋敷’甘． 題

・薗態虻吏

子‾・
‘ゝ錮∴合塔

空砲二億無能－…∴

鋤綿†㌻「＼′r摘早年学会

、＼

j評軌着か長姉町e躍虫牒軒常会／

如臥鎗嘲増漫吏彿鱒食い
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・躍撃の冠ひで

こ高す谷口善

臣三巨仁一っけて璃求めら由ヨした彿充禾碑にマしクシヨしき大

日一二や㍉うで、由Jくヌ即灸患飲邑環く触クlせ’て毛唐専いので恩♭

志す1．
ゝに書Ilて‘足首就．

I　　蚊　に． つ，＝　て

も宅鹿児島鳴物草々ご坤土龍瑚密亀とIlふ神職糸ぺ射子宝パして

ゐ忌し仁。 その癖都九年千月引＝甘め肴隻個才の†ヤ畢血はビ

鳥＿糎l▲、音l－「＝もので・したがもう瞳か青のことにり上って． Hl払

鼠とた。 卑枝でもこの貢杯ノけ隻破鐘坤壷虻によく蚊の鯛青さ観

タ．
察Lr二二（，のオニ・ま－ありヨした． 動＿槍重住子子弟与軒二才リ定轍

町甲観衆五霞や卓二ヒは愛しか汀も甲空車・彦鼠急ぐ口上」貞lC

融抽出＿十一月痛十そ疎んだ鼠勧して培〔くご半才も号の苦

しも車に傘ヵ、わけで・れ殊にみうりヤCオ＼マテリヤヒ久堵〝の予

再臨号的TJ菜館・卵1二薮の輯除ヒい． ）、ごとは塙ゆて一大事はこと

，輔・縮：－）鼻ペグ了．
ム象示ら穣具して． の亀Ll二戸畠と十ラ、ソ1つ．

一二弓「二項戌敬アユにとても攻分うノlLにガかムi二狩って〃、示1

鍛一つフ一腹ふみ汀爪ブ舎密＝㌢柑呵にアメリガが席倭密教火． ゆ至と

払、l－てゐテク、ガ才〕カ、占。 二や要一‡患え島ごもずl命癒べ去Uよ

ヽ
や．う1ijト． 包＝軌青身の芸l了リ＿で吏くの′八三留りに石準盲うりた

り． 1巨′1：わだ、っ丁㌔丁まき裾石麺で昔日た下火の在と主上ぺ－7う

久桜誓い八千充実で、カて宙がわ． 組め． よことを弁えて布教ご
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ヲ樽崎確認

ノ繁簡募集†ニrヒし庸刑のi塵バしました亨をテ栗くみわな甲上げ増

す。倉l仲1碧だ一丁に夜間・僅碑の文で大半’良男路リi尊した享け

止むと楕↑丁目事ヒ急りす。 欠号より空疎朋喪債未或廓け

着電肴鳥の朋党庸衷・駿東腺寓言己普夢覿TJ硬痛電停瀬か致し

毒す。ノ争同軸日掛轍瑞ノいく締晴上の不満rニ泉がク々布き事と

恵む舌訂が：矢口れより部緻九増し内容為充質したものと出す

痛切力戦オつ亀りで、才。 ヌ引頑竜展賭宣募集しき訂カ、ら砲

か沖瑞的T耳目り

息　九　泉　亀　虫　同　寸｝・査　会　則

本金丁索姓象詩聖固持金と寺包丁。

本会一言鼓虫同寸子鳶色闇イ終着竜一メて相識耳．

本会。 家電趣坤の専攻・初心慮の増車と射的と右

本金の事業

ク本会JJ嘩璃鶉「虫の真」左骨才子才。

q承毎会の架殉

。不明確の覧恵

む盛時会せ・㍉粗書臥含iL間く。

・恵理息県民虫Eり淡の繕疎

。 碑泉の幕営こ　し　て丁寧ケ勿僻の惑鞍。

t－茶会一丁′会費一日食槍円邑底－もう為のとす。
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